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第１章 序章 背景・目的

都市はこれまで、成長と拡大を前提とした計画がなされ、急速な都市化が進行してき
た。しかし、無秩序な市街地の拡大による環境の悪化など、これまでの都市計画の限界

が課題として顕在化してきており、持続可能な社会、すなわちサスティナブルコミュ課題 顕在 おり、持続 能な社会、すなわ ティナ
ニティへの転換が求められている。

そこで本研究では、その地理条件により周辺の影響を受けず、固有の資源や暮らし方
や文化等により諸問題を独自に抑制・解決してきたと考えられる離島地域を対象に、
集落構成を分析することで持続可能な地域づくりに関する知見を得ることを目的とする。集落構成を分析する とで持続可能な地域 くり 関する知見を得る とを目的とする。



第１章 序章 研究の流れ



第２章 近代都市論から読み取る空間的特徴、及び原則
概要

本研究では 計２７の都本研究では、計２７の都
市論を研究対象とした。そ
れらは、1857年から1991年
の期間において提唱されての期間において提唱されて
いる。



第２章 近代都市論から読み取る空間的特徴、及び原則
概要

対象とした都市論について、「年代」、「提唱」、「提唱者」、「空間的特徴、及び原
則」、「説明」という項目のもと整理した。則」、 説明」という項目のもと整理した。

「空間的特徴、及び原則」とは、その都市論が都市のどういった部分に着目してい
るのかについての項目である。



第２章 近代都市論から読み取る空間的特徴、及び原則
空間的特徴、及び原則の傾向把握

上位三項目である「交通」、「ゾーニング」、「マネジメント」の合計は全体の約半数
（49.5％）を占めていることから、近代の都市や地域を読み解く上で、これらの空間的
特徴、及び原則は重要であることがわかる。



第３章 対象離島について

大分県姫島村大分県姫島村
広島県呉市情島
東京都御蔵島村

長崎県小値賀町斑島長崎県小値賀町斑島
大分県津久見市地無垢島



第４章 集落の変遷からみる形態特性評価

①過去の集落構成を把握する材料として、住宅地図・航空写真・ヒアリングを利用する。
②期間は【1970年代−1990年代−2000年以降】という三つの年代を設定し、資料を収集し
た。
③集落構成を把握する手段として、都市論で得られた空間的特徴、及び原則が８件以上
当てはまったものについて把握を行う。ただし、「マネジメント」「規模」「都市自足
性」については、集落構成の変遷からは読み解くことができないので考察対象としない。



第４章 集落の変遷からみる形態特性評価
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第５章 総括

以上から、近代都市論を元に対象離島の集落構成について把握した。しかし一方で、都

市論から抽出された空間的特徴、及び原則では説明できない集落構成もみられた。

それは、“道と道とが重なる「辻」空間がオープン・スペースとして利用される
空間であること”、“集落の山裾側に配置される傾向がある等、集落構成に少なから

ず影響を与えていたと考えられる信仰対象物を評価する空間的特徴 及び原則がず影響を与えていたと考えられる信仰対象物を評価する空間的特徴、及び原則が
存在しないこと”である。これらの特徴は、御蔵島だけではなく他の対象離島にお
いても確認することができた。

今回使用した都市論は海外の都市を元にしていることから その都市論において説今回使用した都市論は海外の都市を元にしていることから、その都市論において説

明することのできないこれらの特徴は、日本独自の集落構成を把握する上で重要であ
ると考えられる。


